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本マニュアルの使用方法
凡例

警告 重要 ヒントとコツ 参考

初めてのフライト前にお読みいただくもの
Phantom 4 をお使いになる前に以下の資料をお読みください。

1.	 同梱物
2.	 Phantom 4 ユーザーマニュアル
3.	 Phantom 4 クイックスタートガイド
4.	 Phantom 4 の免責事項および安全に関するガイドライン 
5.	 Phantom 4 インテリジェントフライトバッテリー安全ガイドライン

フライトの前に、DJI 公式ウェブサイトですべてのチュートリアルビデオを視聴し、免責事項をお読みいただくことを
推奨します。初めてのフライトの際は「Phantom 4 クイックスタートガイド」にひととおり目を通し、詳細はユーザー
マニュアルを参照してください。

ビデオチュートリアル
以下のリンクでチュートリアルビデオをご覧いただけます。Phantom 4 を安全にお使いいただく方法をご案内 
しています。

http://www.dji.com/product/phantom-4/video

DJI GO アプリのダウンロード 
本機の使用前に DJI GO アプリをダウンロードしてインストールします。右側の QR コードをスキャンすると 
最新のバージョンをダウンロードできます。

Android 版の DJI GO アプリは、Android 4.1.2 以降で動作します。 
iOS 版の DJI GO アプリは、iOS.8.0 以降で動作します。

 キーワードの検索
「バッテリー」や「取り付け」などのキーワードで検索してトピックを検索します。Adobe Acrobat Reader を使用
して本書を読んでいる場合は、Windows であれば Ctrl+F を押し、Mac の場合は Command+F を押して検索を
開始します。

 任意のトピックへの移動
目次にトピックの全リストが表示されます。トピックをクリックしてそのセクションに進みます。

 本書を印刷する
本書は高解像度印刷に対応しています。

http://www.dji.com/product/phantom-3/video
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製品の特徴
はじめに

DJI Phantom 4 は、特別な機器を追加しなくてもインテリジェントに対象物を追跡し、障害物を避け、簡単なタップ
で飛行させることができるスマートな空撮カメラです。フライト中は、4K ビデオや 12 メガピクセルの静止画の撮影
も可能です。 

主な機能
TapFly および ActiveTrack の 2 つの機能は、DJI GO アプリに新たに追加された、Phantom 4 独自のコマンドです。
タップするだけで、画面上で確認可能な場所をどこでも飛行したり、動く対象をスムーズかつ簡単に追跡したりする
ことが可能です。

カメラとジンバル：Phantom 4 では、最大 30 フレーム/秒での 4K 動画、12 メガピクセルの写真撮影と、鮮明で
シャープな撮影が可能です。高精度のセンサーにより、従来の空撮カメラにはない鮮明で低ノイズ、高品質な画
像を撮影できます。

HD ビデオダウンリンク：機能強化された DJI Lightbridge により、低遅延かつロングレンジ（最大 3.5 km）の HD 
ダウンリンクを実現します。

DJI インテリジェントフライトバッテリー：新しくなった 5350 mAh の DJI インテリジェントフライトバッテリーは、高
性能の電池が特徴で、高度な電源管理システムにより、約 28 分*の飛行時間を実現します。 

フライトコントローラー：最新の次世代フライトコントローラーが、安全で信頼性の高いフライト操作を実現します。 
新しく実装されたフライトレコーダーはフライトごとの重要データを記録します。また、ビジョンポジショニングシス
テムは、屋内での飛行時や GPS の利用ができない環境でのホバリング精度を向上しています。デュアル IMU とデュ
アルコンパス設計は、機体に冗長性を持たせています。

機体の準備
ジンバルクランプの取り外し
下図のようにカメラからジンバルクランプを取り外します。

*無風環境の海抜ゼロ地点で、ATTI モードで飛行する場合。飛行時間は、飛行パターンや気象条件、高度によっ
て変わってきます。
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Phantom 4 ユーザーマニュアル 

プロペラの取り付け
黒のプロペラリングのプロペラを黒い点の付いているモーターへ、銀のプロペラリングのプロペラを黒い点の付いて
いないモーターへ取り付けます。
押し込んで固定されるまでロック方向に回転させると取り付けることができます。

送信機の準備：
モバイル機器ホルダーは、タブレットやモバイル機器をしっかりと固定するためのものです。モバイル機器ホル
ダーをお好みの位置まで傾け、アンテナが外側を向くよう向きを調整します。
1.	� モバイル機器ホルダーの右側上部のボタンを押してクランプを取り外し、お手持ちのモバイル機器のサイズに合

わせてクランプを調整します。
2.	� クランプを押し込んでモバイル機器を固定したら、USB ケーブルを使ってモバイル機器を送信機に接続しま

す。
3.	 ケーブルの片方をモバイル機器に接続し、もう片方を送信機の背面にある USB ポートに接続します。

フライト前に、プロペラがすべてしっかりと取り付けられていることを確認してください。 

1

3

2

バッテリーの取り付け 
下の図の矢印のように、バッテリー収納部にバッテリーを装填します。バッテリーがしっかり取り付けられたことを
示すカチッという音が聞こえることを確認してください。バッテリーがしっかり取り付けられていないと、機体の安全
なフライトに影響を及ぼす場合があります。
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Phantom 4 ユーザーマニュアル

機体の各部名称

送信機図解

[1] アンテナ
機体制御とビデオ信号を中継します。 

[2] モバイル機器ホルダー
お手持ちのモバイル機器を送信機に
しっかりと取り付けます。 

[3] 制御スティック
機体の向きと動きを制御します。

[4] リターンホーム（RTH）ボタン
このボタンを長押ししてリターントゥ
ホーム（RTH）を起動。

[1]
[2]

[4]

[5][6]

[7]
[8]

[3]

[1] GPS

[2] プロペラ 

[3] モーター

[4] フロント LED インジケータ

[5] ジンバルとカメラ

[6] 障害物検知システム 

[7] インテリジェントフライトバッテリー 

[8] 機体ステータスインジケータ

[9] カメラ/リンクステータスインジケータお
よびリンクボタン

[10] Micro USB ポート

[11] カメラの Micro SD カードスロット 

[12] ビジョンポジショニングセンサー

[1]
[2]
[3]
[4]

[7]
[8]

[9]

[12]

[10]
[11]

[5]

[6]
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Phantom 4 ユーザーマニュアル 

[5] バッテリーレベル LED
送信機のバッテリーレベルを表示します。 

[6] ステータス LED
送信機のシステムステータスを表示します。 

[7] 電源ボタン
送信機の電源をオン/オフにします。

[8] RTH LED 
RTH ボタン周りの円形 LED で RTH ステータスを示
します。 

[17]

[19]

[18]

[9] カメラ設定ダイヤル 
ダイヤルを回してカメラ設定を調整します。（送信
機が、DJI GO アプリを実行しているモバイル機器に
接続されている場合のみ機能します。）

[10] インテリジェントフライト一時停止ボタン 
ボタンを 1 回押すと、機体は TapFly、
ActiveTrack、Advanced モードが一時停止し、ホ
バリングします。 

[11] シャッターボタン  
押して写真撮影します。バーストモードが選択さ
れていると、1 度のシャッターで設定された枚数の
写真を撮影します。

[12] フライトモードスイッチ
P モード、S モード、A モードを切り替えます。

[13] ビデオ録画ボタン
押してビデオ録画を開始。再度押して録画を 
停止。

[14] ジンバルダイヤル
このダイヤルを使ってジンバルの向きを調節し 
ます。 

[15] Mircro USB ポート
予備ポートです。

[16] USB ポート
DJI GO アプリを実行しますためにモバイル機器
に接続します。 

[17] C1 ボタン
D J I  G O  ア プ リを 使 ってカスタマイズ で き 
ます。

[18] C2 ボタン
D J I  G O  ア プ リを 使 ってカスタマイズ で き 
ます。

[19] 電源ポート
充電器に接続して送信機のバッテリーを充電し
ます。 

[10]

[11]

[15] [16]

[9]

[12]

[13]
[14]
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機体
本セクションで は、フライトコントロー
ラー、ビジョンポジショニングシステム、
インテリジェントフライトバッテリーの各機
能について紹介します。
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機体
フライトコントローラー 

Phantom 4 のフライトコントローラーには、新しいフライトモードなど、重要な機能改良が複数行われています。
セーフティモードには、フェールセーフとリターントゥホームなどがあります。これらの機能により、制御信号が途絶えて
も機体を安全に帰還させることができます。また、フライトコントローラーは、フライトごとに重要な飛行データを内蔵
のストレージデバイスに保存することができます。新しいフライトコントローラーは、安定性が向上し、新しいエアブ
レーキ機能が備わっています。
	

フライトモード
フライトモードは 3 種類あります。各モードの詳細を以下に示します。
P モード（ポジショニング）：	 �GPS 信号が強い場合は P モードの作動が最適です。機体は GPS および障害物検知

システムを利用して、機体を自動的に安定させ、障害物の間を通り抜けたり、動く対
象物を追跡したりできます。このモードでは、TapFly や ActiveTrack などの高度な機
能が有効になります。

S モード（スポーツ）：	 �機体のゲイン調整が行われるため、機体の操縦性が高まります。このモードでは、機
体の最高飛行速度が 72 km/h に上がります。このモードでは、障害物検知システム
が無効になる点に注意してください。

A モード（姿勢）：	 �GPS や障害物検知システムを利用できない場合には、機体の位置決めに気圧計の
みを使用して、姿勢を制御します。

	S モード（スポーツ）では障害物検知システムが無効になります。そのため、飛行経路上に障害物があっても
自動で回避できなくなります。細心の注意を払い、障害物には近づかないようにしてください。

	S  モード（スポーツ）では機 体の最高速 度と制 動 距 離 が 著しく増 加します。無 風 状 態 の場 合、 
制動距離は少なくとも 50 メートル（164 フィート）必要です。

	S モード（スポーツ）では機体の応答性が著しく向上します。そのため、送信機のスティックをわずかに
動かしただけでも、機体は大きく移動します。フライト中は細心の注意を払い、十分な操縦スペースを確
保するようにしてください。

	S モード（スポーツ）では機体の下降速度が著しく増加します。無風状態の場合、制動距離は少なくとも 
50 メートル必要です。

	機体のフライトモードを変更するときは、フライトコントローラーモードスイッチを使用します。詳細は、
P33 の「フライトモードスイッチ」を参照してください。 
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Phantom 4 ユーザーマニュアル

飛行ステータスインジケータ 
Phantom 4 にはフロント LED インジケータと機体ステータスインジケータがあります。LED の位置は下図に 
示すとおりです。

フロント LED は機体の方向を示します。機体の電源がオンになるとフロント LED が赤色に点灯し、機体の 
前部（ノーズ）を示します。機体ステータスインジケータはフライトコントローラーのステータスを表示します。機体
ステータスインジケータの詳細については下表を参照してください。

フロント LED 機体ステータスインジケータ

機体ステータスインジケータの解説

通常

 赤/緑/黄色が交互に点滅 電源オンおよび自動診断テスト

 緑と黄色が交互に点滅 ウォーミングアップ

  緑がゆっくり点滅 Safe to Fly（GPS、ビジョンポジショニング、障害物検知
が有効な P モードまたは S モード）

 X2  緑が 2 回点滅 Safe to Fly（GPS、ビジョンポジショニング、障害物検知
が有効な P モードまたは S モード）

  黄色がゆっくり点滅 Safe to Fly（A モード、ただし GPS、ビジョンポジショ
ニング、障害物検知は無効）

警告

  黄色が素早く点滅 送信機の信号消失

  赤がゆっくり点滅 低バッテリー警告

  赤が素早く点滅 バッテリーの重大警告

  赤が交互に点滅 IMU エラー 

 —赤色点灯 重大なエラー 

 赤と黄色が交互に点滅 コンパスのキャリブレーションが必要
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Phantom 4 ユーザーマニュアル 

リターントゥホーム（RTH）
リターントゥホーム（RTH）機能により、最後に記録されたホームポイントに機体は戻ります。RTH 手順は 3 種類あり
ます。スマート RTH、低バッテリー RTH、フェールセーフ RTH です。本セクションでは、これら 3 つのシナリオを詳しく説
明します。

GPS 解説

ホームポイント

離陸前に多くのGPS信号を受信している場合、ホームポイントは機体を始
動させた場所になります。GPS 信号の強さは GPS アイコン（ ）で表さ
れます。ホームポイントが記録されると機体ステータスインジケータが素
早く点滅します。

フェールセーフ RTH
リモートコントローラーシグナル（映像伝送信号を含む）が３秒以上ロストした場合、フェールセーフRTH機能が自動
で働きます(ホームポイントが正しく記録され、コンパスが問題なく動いている必要があります)。リモートコントロー
ラーシグナルが回復した場合、リターントゥーホームは中止され、操縦者は再度操縦を行う事が可能となります。

フェールセーフ図解 

HP からの高さ <= 20m

 5 RTH（調整可能な高度）

黄色が素早く点滅

 1 ホームポイントの記録（HP） 

 緑色に点滅

 3 送信機信号消失

黄色が素早く点滅

 2 ホームポイントの確認

緑色に点滅

 6 着陸（5 秒間ホバリング後）

黄色が素早く点滅

 4 信号消失（3 秒後）

黄色が素早く点滅

HP からの高さ>20m

20m に上昇20m

>3S
×

×

× ×

	GPS 信号が弱い（［ ］がグレイ表示）または利用不可の場合、機体はホームポイントに戻れないこと
があります。

	機体がホームポイントから半径 20 メートル（65 フィート）以内にあるときは、RTH が発動れると機体は
自動的に下降、着陸します。フェールセーフ中、機体が高度 20 メートル（65 フィート）を超えている場合
にスロットルスティックを動かすと、機体は上昇を停止し、速やかにホームポイントに戻ります。

	障害物検知システムが無効な場合、フェールセーフ RTH 実行中に機体が障害物を避けることができない
ため、フライト前に必ず適切なフェールセーフ高度を設定しておくことが重要です。DJI GO アプリを起動して
［Camera］に進み、［MODE］、［Advanced Settings］、［Failsafe Mode］の順に選択してフェールセーフ
高度を設定してください。 

	機体がフェールセーフ高度に向けて上昇しているときは、機体の操縦はできません。 
ただし、RTH ボタンを 1 回押すと、上昇を終了して制御を取り戻すことができます。

	障害物検知システムが有効になっていて照明条件が十分な場合、機体は障害物を感知して避けることが
できます。障害物を避けるために自動的に上昇して、新しい高度で飛行してホームポイントに戻ります。
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Phantom 4 ユーザーマニュアル

バッテリー 
レベル警告 注意 機体ステータス

インジケータ DJI GO アプリ フライト指示

低バッテリー 
レベル警告

バッテリーレベ
ルが低下してい
ます。機体を 
着陸させてくだ
さい。

機体ステータス
インジケータが
ゆっくり赤色で
点滅。

［Go-Home］をタップして機体を
自動的にホームポイントに帰還
させて着陸させるか、［Cancel］を
タップして通常飛行に戻ります。
何もしないと、機体は 10 秒後に
自動的にホームポイントに戻って
着陸します。送信機ではアラーム
がな鳴ります。

できるだけ早く
機体を帰還、
着陸させ、モー
ターを停止して
バッテリーを 
交換してくだ 
さい。 

低バッテリー RTH 
DJI インテリジェントフライトバッテリーが機体の安全帰還に影響がでるほど消耗すると、低バッテリーレベル
のフェールセーフがトリガーされます。その場合、機体をホームに帰還させるか、ただちに着陸させてください。 
低バッテリー警告が発せられると DJI GO アプリに通知が表示されます。10 秒たっても何もしないと、機体は自動的に
ホームポイントに帰還します。RTH 手順は、送信機の RTH ボタンを押すことでキャンセルできます。この警告のしき
い値は、現在の機体の高度とホームポイントからの距離を基準に自動的に決定されます。

現在のバッテリーレベルが、現在の高度から下降させるまでもたない場合は、機体を自動的に着陸させます。 
その場合も、送信機を使用して、着陸中の機体の動きを制御できます。

バッテリーレベルインジケータは DJI GO アプリに表示され、次のような意味になります。

バッテリーレベルインジケータ

極低バッテリーレベル
警告（赤）

低バッテリー 
レベル警告（黄）

十分なバッテリーレベル
（緑色）

飛行残時間

帰還に必要な電力

12:29

スマート RTH
送信機の RTH ボタンを使用する（詳細は P33 の「RTH ボタン」を参照) か、GPS がスマート RTH を開始できるとき
は、DJI GO アプリの RTH ボタンをタップして画面上の指示に従います。機体は最後に記録されたホームポイントへ
自動的に戻ります。スマート RTH プロセス中、墜落を回避するためには、送信機の制御スティックを使って機体の位
置を制御してください。スマート RTH ボタンを 1 回長押しすると RTH プロセスが開始され、もう一度スマート RTH 
ボタンを押すとスマート RTH を終了して再び機体を制御できるようになります。
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極低バッテリー 
レベル警告

機体を速やかに
着陸させてくだ
さい。

機体ステータス
インジケータが
素早く赤色で 
点滅。

D J I  G O  アプリ画 面 が 赤 色 に 
点滅し、機体は下降を始める。 
送信機ではアラームがなる。

機体を自動的
に下降させて着
陸させる。

予想飛行残 
時間

現在のバッテリー
レベルをもとに 
推測した飛行残
時間

なし なし なし

 極低バッテリーレベル警告が発せられ、機体が自動的に着陸を開始したタイミングで、スロットルを 
押して機体をホバリングさせると、より適切な着陸地点へ機体を誘導することができます。

 バッテリーレベルインジケータバーのカラーゾーンとマーカーは、推定飛行残時間を反映します。 
飛行残時間は機体の現在の位置や状況に応じて自動で調整されます。

20米 20米
H

障害物検知システムが無効になっていると、機体はフェールセーフ RTH 中に障
害物を避けることができません。そのため、フライト前に適切なフェールセーフ高
度を設定しておくことが重要です。DJI GO アプリを起動して［Camera］に進み、
［MODE］、［Advanced Settings］、［Failsafe Mode］の順に選択してフェール
セーフ高度を設定してください。

20 m 20 m
H

機体が高度 20 メートル（65 フィート）未満で飛行し、フェールセーフ（スマート 
RTH、低バッテリー RTH など）がトリガーされた場合、機体はまず現在の高度か
ら 20 メートル（65 フィート）まで自動的に上昇します。この上昇は、フェールセー
フを終了するとキャンセルできます。フェールセーフを終了して送信機の制御を
取り戻す方法については、P33 の「RTH ボタン」を参照してください。  

20 m 20 m
H

機体がホームポイントから半径 20 メートル（65 フィート）以内にあるときは、
RTH がトリガーされると機体は自動的に下降、着陸します。フェールセーフ中、機
体が高度 20 メートル（65 フィート）を超えている場合にスロットルスティックを
動かすと、機体は上昇を停止し、速やかにホームポイントに戻ります。

20米 20米
H

GPS 信号が弱い
（［  ］がグレイ表示）または利用不可の場合、機体はホームポイントに戻
れないことがあります。

20米 20米
H

機体の高度が 20 メートル（65 フィート）を超え、プリセットされたフェールセーフ 
RTH 高度に達するまでの間にスロットルスティックを動かすと、機体は上昇を停
止し、速やかにホームポイントに戻ります。

フェールセーフの安全に関する注意 
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15 メートル

5 メートル

RTH 中の障害物回避
照明条 件が障害物検 知システムに適していると、機 体は障害物を積極的に感 知し、回避しようとします。 
障害回避時の機体の動作詳細は以下のようになります。
1.	 20 メートル（65 フィート）前方に障害物が検知されると、機体は減速します。
2.	 機体が停止し、ホバリング状態になると、垂直方向に上昇して障害物を回避します。最終的に、検知された 

障害物から 5 メートル（16 フィート）までのところで上昇を停止します。 
3.	 フェールセーフ RTH 手順が再開され、機体はそのままの高度でホームポイントまで飛行を継続します。

TapFly 
はじめに
TapFly 機能を使用すると、モバイルデバイス画面でタップすることで送信機を使わずに機体を目的の方向に誘導
し、飛行させることができます。機体は、照明が暗すぎず（300 ルクス超）、明るすぎない（10,000 ルクス未満）場
合は、自動的に障害物を回避するか、または減速を開始して自動的にホバリング状態になります。

TapFly を使用する
インテリジェントフライトバッテリーのバッテリー残量が 50 % を超えていることを確認します。また、機体が P モー
ドであることを確認してください。続いて、次の手順に従って TapFly を使用します。
離陸したら、機体が地上から 3 メートル以上離れて飛行するようにします。

3 メートルON OFF

Auto Hold

	機体が指定の場所に確実に向かうようにするため、障害物検知システムが有効になっていてフェール
セーフ RTH 中は機体を回転させることができません。 

	機体の真上にある障害物は回避できません。
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DJI GO アプリを起動して、カメラビュー下の  をタップし、画面に表示される内容を確認します。 

目標の方向を 1 回タップし、  アイコンが表示されるのを待ちます。もう一度タップして選択内容を確認すると、 
機体は目標の方向に向かって自動的に飛行します。

	人、動物、細い物体（木の枝、電線など）、透明な物体（ガラスや水など）に向かって飛行するように 
機体を誘導しないでください。

	飛行経路上に障害物がないかどうかを確認し、あれば避けるようにしてください。 
	想定する経路と TapFly が実際に選択する経路には違いが生じることがあります。 
	目的の方向として選択できる範囲には制限があります。TapFly で画面の上下端付近を選択することはで
きません。 

	機体を水面上や積雪のある地域を飛行させているときは、TapFly モードが正しく機能しないことがあり
ます。 

	非常に暗い（300 ルクス未満）、または非常に明るい（10,000 ルクス超）環境を飛行する場合には、特に
注意が必要です。

Safe to Fly (GPS)Safe to Fly (GPS)

TapFly SmartNormalActiveTrack

OPTI OPTI

MENU

1/320 4821 JPEGISO  100 EV  0

OPTI

H: D:

V.S
M/S M/S

H.S
4.22.3

39M 210M

232M

6.2m/s

MENU

可安全飞行 (GPS)Safe to Fly（GPS）

Tap t
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TapFly での選択を確定すると、機体は  アイコンが指し示す領域に向かって自動で飛行を開始します。 
なお飛行中は制御スティックを使って機体の動きを制御できます。

可安全飞行 (GPS)

1/320 4821 JPEGISO  100 EV  0

OPTI

H: D:

V.S
M/S M/S

H.S
4.22.3

39M 210M

232M

STOP

MENU

また、機体前方に障害物があることを検知し、飛行高度が地面に近づきすぎると、機体の方で速度を自動調整しま
す。ただし、この機能は、障害物間を通り抜ける手段として使わないようにしてください。GPS信号が微弱になりると
TapFlyは自動的に終了します。TapFlyであってもリターントゥーホームなどのフェールセーフが優先されます。 

TapFly を終了する
次の方法で TapFly を終了します：
1.	 送信機上のインテリジェントフライト一時停止ボタンを 1 回押すか、送信機上のピッチスティックを手前に倒し

ます。 
2.	 画面上の［STOP］ボタンをタップする。 

STOP

TapFly を終了すると機体は停止し、ホバリング状態になります。新しい目標の方向をタップして次の飛行を開始するか、
手動で機体をホームポイントに帰還させることができます。 

ActiveTrack
ActiveTrack を使用すると、モバイル機器画面で動く対象物をマークして追跡できます。機体は飛行経路上の 
障害物を自動で回避します。

Safe to Fly（GPS）

または または

インテリジェントフライト 
一時停止ボタン
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ActiveTrack を使用する
インテリジェントフライトバッテリーのバッテリー残量が 50 % を超えていることと、機体が P モードであることを確認
します。続いて、次の手順に従って ActiveTrack を使用します。
1.	 離陸したら、地上から 3 メートル以上の高さでホバリング状態にします。 

3 メートルON OFF

Auto Hold

2.	 DJI GO アプリで、  をタップしてフライトモードを呼び出し、選択します。

3.	 追跡したい対象を囲んでいるボックスをドラッグし、タップして選択を確定します。追跡が始まると  ボッ
クスが緑に変わります。ボックスが赤くなった場合、対象が特定できていません。もう一度やり直してください。

ACTMETRACK SMART

OPTI OPTI

MENU

Safe to Fly (GPS)Safe to Fly (GPS)

TapFly SmartActiveTrack Normal

1/320 4821 JPEGISO  100 EV  0

OPTI

H: D:

V.S
M/S M/S

H.S
4.22.3

39M 210M

232M

ActiveTrack

MENU

Safe to Fly (GPS)
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	人、動物、小さく細い物体（木の枝、電線など）、透明な物体（ガラスや水など）などを含む地域は選択し
ないでください。

	飛行経路近くの障害物には近づかないようにしてください（特に機体を後進させる場合）。 
	以下のような状況で ActiveTrack を実行する場合には、特に注意してください。

a）	追跡対象の被写体の動きが水平ではない。
b）	追跡対象の被写体が動く際に大きく形状を変える。
c）	追跡対象の被写体が長時間遮られているか、視界に入らない。
d）	追跡対象の被写体が積雪面を移動している。
e）	照明が非常に暗い（300 ルクス未満）、または非常に明るい（10,000 ルクス超）。
f）	 追跡対象の被写体が周囲の環境と似たような色や模様である。

	 ActiveTrack を使用する際には、必ず現地のプライバシー法規制を順守してください。

	 機体は飛行経路上の障害物を感知して回避します。
	� 移動速度が速すぎる、あるいは見えにくいなどの理由で機体が追跡対象を見失った場合は、被写体を
選択し直して追跡を再開します。

ActiveTrack を終了する
ActiveTrack の終了方法は 2 通あります。
1.	 送信機上のインテリジェントフライト一時停止ボタンを押す。
2.	 ピッチスティックを手前に倒します。 

ActiveTrack を終了すると、機体はその場で停止してホバリングします。このタイミングで、新しいミッションを開始
するか、機体をホームポイントに帰還させるかを選択できます。 

障害物検知およびビジョンポジショニングシステム
Phantom 4 には、前方に障害物がないかどうかを絶えず走査し、迂回や上空飛行、ホバリングにより衝突の回避を
可能にする障害物検知システムが搭載されています。DJI ビジョンポジショニングシステムは超音波と画像データを
使って、機体の現在位置を維持します。ビジョンポジショニングのおかげで、Phantom 4 はその場での正確なホバ
リングが可能となり、屋内のような GPS 信号が利用できない環境でも飛行することができます。ビジョンポジショ
ニングシステムの主な部品は Phantom 4 底面にあります。たとえば、[3] 2 つの超音波センサー、[1] [2] ステレオカ
メラセンサーなどがあります。

[1]

[2]
[3]

STOP または
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01
機体を画面側に向ける 

02
ボックスに合わせる

03
機体を左右に動かし

傾きを調整する

フロントセンサーのキャリブレーション 
着陸装置に搭載されている障害物検知カメラは出荷時にキャリブレーションされています。ただし、これらのカメ
ラは衝撃に弱く、ときどき DJI Assistant 2 によるキャリブレーションが必要になります。DJI GO アプリからキャリブ
レーションを促された場合は、次の手順に従ってカメラのキャリブレーションを行ってください。 

検知範囲
障害物検知およびビジョンポジショニングシステムの検知範囲は以下のとおりです。検知範囲内にない障害物は
感知、回避できませんので注意してください。

ビジョンポジショニングを使用する 
ビジョンポジショニングは機体の電源がオンになると自動的に作動します。特別な操作は必要ありません。通常ビ
ジョンポジショニングは、GPS が使えない屋内環境で使用されます。ビジョンポジショニングシステムを使用する
と、機体は GPS がなくても正確にホバリングすることができます。



機
体

22  © 2016 DJI.All Rights Reserved. 

Phantom 4 ユーザーマニュアル

自動着陸を使用するには次の手順に従ってください。
1.	 フライトモードスイッチを P モードに切り替えます。
2.	 機体を平らな面に置きます。ビジョンポジショニングシステムは、模様の変化がない 

地表面ではうまく作動しないので注意してください。
3.	 機体の電源をオンにします。機体ステータスインジケータが緑色に 2 回光り、ビジョンポ

ジショニングシステムの準備ができたことを示します。スロットルをゆっくり押し上げて離
陸すると、機体はその場でホバリングを開始します。

ON OFF

Auto Hold

ビジョンポジショニングシステムの性能は、飛行する地表面に左右されます。たとえば、吸音性のある
材質の上で操作する場合、超音波センサーは距離を正確に測定できないことがあります。また、条件
のよくない環境ではカメラが正しく機能しないことがあります。GPS もビジョンポジショニングシステム
も利用できない場合、機体は P モードから A モードに自動で切り替わります。次のような状況では、 
機体を慎重に操作するようにしてください。 
	モノクロ（黒一色、白一色、赤一色、緑一色など）の地表面上を飛行する場合。
	反射率が高い地表面上を飛行する場合。 
	高速（高度 2 メートルを 10 m/s 以上、または高度 1 メートルを 5 m/s 以上）で飛行する場合。
	水面または透明な地表面上を飛行する場合。
	動く面または物体上を飛行する場合。
	照明が頻繁に、または急激に変わる領域を飛行する場合。 
	非常に暗い（10 ルクス未満）または非常に明るい（100,000 ルクス超）地表面上を飛行する場合。 
	音波を吸収する（厚いカーペットなど）地表面上を飛行する場合。 
	はっきりした模様や構造のない地表面上を飛行する場合。 
	同じ模様や構造が繰り返し現れる（同じデザインのタイルなど）地表面上を飛行する場合。

障害物検知システムのアシストブレーキ 
障害物検知システムにより、機体の正面に障害物が検知された場合に、機体は能動的にブレーキをかけることがで
きるようになりました。障害物検知システムが性能を最も発揮するのは、照明条件が理想的で、障害物に特徴的な
模様がある場合です。また、安全な距離で休止、停止できるように、機体の速度は秒速 8 メートルを超えることがで
きません。 
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フライトレコーダー 
フライトデータは、機体の内部ストレージに自動で記録されます。記録されるデータには、フライトテレメトリデータや機
体のステータス情報およびその他のパラメータなどがあります。記録されたデータにアクセスするには、Micro USB 
ポートで機体を PC に接続し、DJI GO アプリを起動します。 

プロペラの取り付けと取り外し 
Phantom 4 では DJI の純正プロペラを使用してください。プロペラにある銀および黒いリングは、取り付け位置と回
転方向を示します。 

プロペラ 銀のリング 黒のリング

図   

取り付け場所 ３つの黒点なしのモーター ３つの黒点ありのモーター

凡例   ロック：プロペラを矢印方向に回し、装着のうえ締めつけます。
  ロック解除：プロペラを矢印方向に回し、緩めたうえで締めつけます。

 	センサーは常にきれいな状態に保ってください。汚れやごみが付着していると、センサーの効果に 
影響を及ぼす恐れがあります。

 	ビジョンポジショニングが有効なのは、機体が高度 0.3 から 10 メートルにある場合にのみ有効です。 
 	機体が水面上を飛行している場合には、ビジョンポジショニングシステムが適切に機能しないことが 
あります。

 	ビジョンポジショニングシステムは、薄暗い（100 ルクス未満）地面にある模様を認識できないことがあ
ります。

 	ビジョンポジショニングシステムが作動中は、他の超音波デバイスを周波数 40 KHz で使用しないてくだ
さい。

 	ビジョンポジショニングシステムの作動中は、機体を動物に近づけないようにしてください。ソナーセン
サーから、一部の動物にしか聞こえない高周波音が発生します。

プロペラの取り付け
黒のプロペラリングのプロペラを黒い点の付いているモーターへ、銀のプロペラリングのプロペラを黒い点の付いて
いないモーターへ取り付けます。
押し込んで固定されるまでロック方向に回転させると取り付けることができます。
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DJI インテリジェントフライトバッテリーの機能
1.	 バッテリーレベル表示：LED インジケータは現在のバッテリーレベルを表示します。
2.	 バッテリー寿命表示：LED は、現在のバッテリー電源サイクルを表示します。
3.	 自動放電機能：バッテリーが膨張しないよう、10 日間以上使用されないと、自動的に 65 ％より低いレベルまで放

電します。バッテリーを 65 ％まで放電するのに 2 日ほどかかります。放電の過程で、バッテリーから多少の熱が
放出されますが心配はいりません。放電のしきい値は、DJI GO アプリで設定できます。

4.	 平衡充電：充電時は各バッテリーセルの電圧は自動的に平衡化されます。
5.	 過充電保護：フル充電されるとバッテリーの充電は自動的に停止します。
6.	 温度検知：バッテリーは、温度が 5°C～40°C のときのみ充電されます。
7.	 過電流保護：大電流（8A 超）が検知されるとバッテリーは充電を停止します。

インテリジェントフライトバッテリーは初回使用前にフル充電する必要があります。詳細については「イン
テリジェントフライトバッテリーの充電」を参照してください。

なお Phantom 4 に付属の充電器の出力は 100W です。 

DJI インテリジェントフライトバッテリー
DJI インテリジェントフライトバッテリーは容量 5,350Ah、電圧 15.2 V、スマート充電、放電機能付きです。 
バッテリーは、DJI 純性の適切な充電器を使って充電してください。

インテリジェントフライトバッテリー 充電器

	プロペラの鋭い先端に気をつけて、注意して扱ってください。
 	DJI の純正プロペラを使用してください。複数の種類のプロペラを混用しないでください。
 	回転しているモーターやプロペラには手を触れたり近づけたりしないでください。

プロペラの取り外し
プロペラを取り付けプレートに押し付けて、矢印の方向に回転させてプロペラのロックを解除します。

 	毎フライト前にはプロペラとモーターが正しくしっかりと設置されていることを確認してください。 
 	毎フライト前には必ず全プロペラが良好な状態にあることを確認してください。欠けたり損傷したり 
古くなったプロペラを使用しないでください。

 	怪我をしないよう、回転しているプロペラやモーターには手を触れたり近づけたりしないでください。
 	安全で快適な飛行操作のために、必ず DJI 純正プロペラを使用してください。
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バッテリーの使用 

LED1
LED2

バッテリーレベルインジケータ

LED3
LED4
電源ボタン（ビルトイン LED）

電源のオン/オフ
電源をオンにする：	� 電源ボタンを 1 回押し、次に 2 秒間長押しすると電源がオンになります。電源 LED が赤

色になり、バッテリーレベルインジケータが現在のバッテリーレベルを表示します。 
電源をオフにする：	� 電源ボタンを 1 回押し、次に 2 秒間長押しすると電源がオフになります。Phantom の

電源をオフにするとバッテリー電源の LED が光って、録画が停止しなかった場合に 
録画の自動停止を可能にします。

また、充電および放電中、バッテリーレベルインジケータは現在のバッテリーレベルを表示します。 
インジケータの定義は以下のとおりです。
  ：LED がオン。      ：LED が点滅。
  ：LED がオフ。

8.	 過放電保護：バッテリー電圧が 12V に達すると、過放電による損傷を防ぐためにバッテリーの放電は自動的に停
止します。

9.	 短絡保護：短絡を検知すると自動的に電源は切断されます。
10.	 バッテリーセルの損傷保護：DJI GO アプリは、損傷したバッテリーセルを検知すると警告メッセージを 

表示します。
11.	 バッテリーエラー履歴：バッテリーエラー履歴を DJI GO アプリで参照します。
12.	 スリープモード：20 分間何もしないと、省電力のためバッテリーはスリープモードに入ります。
13.	 通信：バッテリーの電圧、容量、電流などに関する情報は、機体のメインコントローラーに送信されます。

ご使用前に「Phantom 4 インテリジェントフライトバッテリー安全ガイドライン」を参照してください。ユー
ザーにはすべての操作と使用に対する全責任があります。
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低温注意：
1.	 低温環境（0°C 未満）で飛行すると、バッテリー容量は著しく減ります。
2.	 バッテリーを極低温（10°C 未満）で使用することはお勧めしません。温度が -10°C から 5°C の間の操作環境

の場合、バッテリー電圧は適切なレベルに上げる必要があります。
3.	 低温環境で DJI GO アプリが「バッテリーレベル低下警告」を表示したら、ただちにフライトを終了してくださ

い。
4.	 低温環境で飛行するときは、あらかじめバッテリーを室内で温めておいてください。
5.	 バッテリーの性能を発揮するには、バッテリー温度を 20°C 以上に維持してください。
6.	 電池の温度が動作範囲（0°C ～ 40°C）内にない場合、充電器はバッテリーの充電を停止します。

低温環境では、バッテリーをバッテリー収納部に装填し、離陸前に機体を 1 ～ 2 分ほど暖機するようにし
てください。

バッテリーレベルのチェック 
バッテリーレベルインジケータは、電源の残量を表示します。バッテリーの電源がオフのときは、電源ボタンを  
1 回押します。バッテリーレベルインジケータが点灯し、現在のバッテリーレベルを表示します。詳細は以下を 
参照してください。

バッテリーレベル 
LED1 LED2 LED3 LED4 バッテリーレベル

87.5%～100%

 75%～87.5%

 62.5%～75%

   50%～62.5%

   37.5%～50%

    25%～37.5%
    12.5%～25%

     0%～12.5%
     =0%

バッテリー寿命
バッテリー寿命とは、交換までにあと何回バッテリーを放電し、再充電できるかを意味します。バッテリーの電源が
オフのときに、電源ボタンを 5 秒間長押ししてバッテリー寿命をチェックします。バッテリーレベルインジケータが、
以下に示すように点灯および/または 2 秒間点滅します。
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充電器

インテリジェントフライトバッテリー  

電源コンセント

インテリジェントフライトバッテリーの充電
1.	 充電器を適切な電源（100-240 V 50/60 Hz）に接続します。
2.	 充電器の片方をインテリジェントフライトバッテリー、バッテリー充電器に接続します。バッテリーレベルが 95% 

超の場合は、充電前にバッテリーをオンにします。
3.	 充電中、バッテリーレベルインジケータは現在のバッテリーレベルを表示します。
4.	 バッテリーレベルインジケータがすべてオフになると、インテリジェントフライトバッテリーは充電完了です。
5.	 インテリジェントフライトバッテリーは、毎フライト終了ごとに放熱してください。長期間保管する場合は、 

温度を室温まで下げてから保管するようにしてください。

 Phantom 4 に装着あるいは取り外しをする際は、あらかじめバッテリーの電源をオフにしてください。電
源をオンにした状態でバッテリーの抜き差しをしないでください。

バッテリー寿命
LED1 LED2 LED3 LED4 バッテリー寿命

90%～100%

 80%～90%

 70%～80%

  60%～70%

  50%～60%

   40%～50%
   30%～40%

     20%～30%
    20% 未満

バッテリー寿命が 0% に達したら、もう使用できません。

バッテリーについての詳細は、DJI GO アプリを立ち上げて［Battery］タブに記載の情報を確認してくださ
い。
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充電中のバッテリーレベルインジケータ
LED1 LED2 LED3 LED4 バッテリーレベル

   0%～25%

  25%～50%

 50%～75%

75%～100%

      充電完了

バッテリー保護 LED 表示
次の表はバッテリー保護メカニズムと対応する LED パターンを示したものです。 

充電中のバッテリーレベルインジケータ
LED1 LED2 LED3 LED4 点滅パターン バッテリー保護項目

  LED2 が毎秒 2 回点滅する 過電流検知

  LED2 が毎秒 3 回点滅する 短絡検知

  LED3 が毎秒 2 回点滅する 過充電検知

   LED3 が毎秒 3 回点滅する 充電器の過電圧検知

  LED4 が毎秒 2 回点滅する 充電温度が低すぎる

  LED4 が毎秒 3 回点滅する 充電温度が高すぎる 

上記の問題が解決したら、電源ボタンを押してバッテリーレベルインジケータをオフにします。インテリジェント 
フライトバッテリーを充電器から抜き、もう一度差し込んで充電を再開します。室温エラーの場合は、バッテリーを充
電器から抜いて差し戻す必要はありません。室温が許容範囲になれば充電器は充電を再開します。

DJI はサードパーティ製の充電器による損傷については、いかなる責任も負いません。

インテリジェントフライトバッテリーの放電方法：
低速：インテリジェントフライトバッテリーを Phantom 4 のバッテリー収納部に装填して電源をオフに 
します。バッテリー残量が 8% 未満になるか電源が入らなくなるまで放置します。DJI GO アプリを 
起動してバッテリーレベルを確認します。
高速：バッテリー残量が 8% 未満になるか電源が入らなくなるまで戸外で Phantom 4 を飛行させます。
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送信機
本セクションでは、送信機の各機能につい
て説明します。また、機体とカメラの制御手
順についても説明します。
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送信機
送信機の特徴

Phantom 4 送信機は、ビデオダウンリンクシステムと機体のリモートコントロールシステムを統合した多機能無線通
信機器です。ビデオダウンリンクシステムと機体のリモートコントロールシステムは 2.4 GHz で動作します。送信機
には、写真やビデオの撮影やプレビューのほか、ジンバルの動きの制御といった多くのカメラ制御機能が搭載され
ています。バッテリーレベルは、送信機のフロントパネルの LED インジケータに表示されます。

 準拠版：送信機はベンチのコンプライアンスおよび規制に準拠しています。 
 操作モード：コントロールは、モード 1、モード 2、カスタムモードに設定できます。 
 モード 1：右スティックがスロットルの働きをします。
 モード 2：左スティックがスロットルの働きをします。

伝送干渉を避けるために同一エリア内で操作するのは 3 機までにしてください。

送信機の使用
送信機の電源をオン/オフにする 
Phantom 4 の送信機は容量 6,000mAh の 2S 充電可能バッテリーで電力供給します。バッテリーレベルは、フロン
トパネル上のバッテリーレベル LED で示されます。送信機の電源をオンにするには次の手順に従ってください。
1.	 送信機の電源がオフのときは、電源ボタンを 1 回押します。バッテリーレベル LED が現在のバッテリーレベルを

表示します。
2.	 送信機の電源をオンにするには、電源ボタンを長押しします。
3.	 電源がオンになると、送信機はビープ音を鳴らします。ステータス LED が素早く緑色に点滅して、送信機が 

機体にリンク中であることを示します。リンクが完了すると、ステータス LED が緑色に点灯します。
4.	 送信機の電源をオフにするときは手順 2 を繰り返します。 

送信機を充電する
送信機は付属の充電器で充電します。詳細は、次ページの図を参照してください。
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充電器

電源コンセント

カメラの制御
送信機のシャッターボタン、カメラ設定ダイヤル、再生ボタン、ビデオ録画ボタンを使用してビデオや画像の撮影、記
録画像の参照、カメラ設定の調整を行います。

[1] カメラ設定ダイヤル
このダイヤルを回して、送信機から手を離すことなく、ISO やシャッタースピード、絞りなどのカメラ設定を 
調整する。ダイヤルを長押しすると設定が切り替わります。

[2] シャッターボタン
押して写真撮影する。バーストモードが有効な場合、1 回押すと複数の写真が撮影される。

[3] ビデオ録画ボタン
1 回押すとビデオ録画を開始し、もう一度押すと録画を停止する。 

[4] ジンバルダイヤル
このダイヤルを使ってジンバルの向きを調節します。 

機体を制御する 
本セクションでは、送信機を使って機体の向きを制御する方法を説明します。送信機はデフォルトではモード 2 に設
定されています。 

スティックニュートラル/ミッドポイント：制御スティックはセンターポジションにあります。 
制御スティックを動かす：制御スティックをセンターポジションから外側に押し込みます。

[1]

[2]

[3]
[4]
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送信機
（モード 2）

機体 
（  がノーズ方向を示す） 注意 

左スティックを上下に動かして機体の高度を変更し 
ます。
上昇させるにはスティックを押し上げ、下降させるには
押し下げます。 
両方のスティックをともにセンターに戻すと、Phantom 
4 はその場でホバリングします。
スティックがセンターポジションから離れるほど、
Phantom 4 の高度変更速度が速くなります。急激で予
期しない機体の高度変更を避けるために、制御スティッ
クは常にやさしく押してください。

左スティックを左右に動かして、機体の方向舵と回転を
制御します。
スティックを左に押すと機体は反時計回りに回転し、右
に押すと時計回りに回転します。スティックをセンターに
戻すと、Phantom 4 は現在の向きを維持します。
スティックがセンターポジションから離れるほど、
Phantom 4 の回転速度が速くなります。

右スティックを上下に動かして、機体の前進と後退の
ピッチを変更します。 
スティックを上に押すと前進し、下に押すと後退します。ス
ティックをセンターに戻すと Phantom 4 はその場でホ
バリングします。 
スティックをセンターポジションから離せば離すほど、
ピッチ角（最大 30˚）が広がり、飛行速度も上がります。

右スティックを左右に動かして、機体の左右のピッチを
変更します。 
左 に 押 すと 左 に飛 び、右 に 押 すと右 に飛 び ま す。 
スティックをセンターに戻すと Phantom 4 はその場でホ
バリングします。 

インテリジェントフライト一時停止ボタンを 1 回押す
と、ActiveTrack、TapFly、Intelligent Navigation  
フライトモードを終了します。機体は現在の位置でホバ
リングします。
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ポジション 図 フライトモード

ポジション 1 P モード

ポジション 2 S モード 

ポジション 3 A モード

フライトモードスイッチ
このスイッチを切り替えて目的のフライトモードを選択します。
モードは、P モード、S モード、A モードから選択できます。 

ポジション 1   

ポジション 2  

ポジション 3 

P モード（ポジショニング）：GPS 信号が強い場合は P モードの作動が最適です。機体は GPS および障害物 
検知システムを利用して、機体を自動的に安定させ、障害物の間を通り抜けたり、動く対象物を追跡したりできま
す。このモードでは、TapFly や ActiveTrack などの高度な機能が有効になります。

S モード（スポーツ）：機体のゲイン調整が行われるため、機体の操縦性が高まります。このモードでは、機体の 
最高飛行速度が 72 km/h に上がります。このモードでは、障害物検知システムが無効になる点に注意してください。

A モード（姿勢）：GPS や障害物検知システムを利用できない場合には、機体の位置決めに気圧計のみを使用して、
姿勢を制御します。

RTH ボタン 
RTH ボタンを長押ししてリターントゥホーム（RTH）手順を開始します。RTH ボタン周りの LED リングが白く 
点滅し、機体が RTH モードに入っていることを示します。そして機体は最後に記録されたホームポイントへ戻りま
す。もう一度このボタンを押すと RTH 手順はキャンセルされ、機体を制御できるようになります。

制御スティックを調整する
制御スティックをつかみ、時計回りまたは反時計回りに回して制御スティックの長
さを調整します。制御スティックの長さを適切に調整すると、コントロールの精度を
向上させることができます。
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モバイル機器を接続する
モバイル機器ホルダーをお好みの位置まで傾けます。モバイル機器ホルダーの脇にあるボタンを押してクランプを
取り外し、お手持ちのモバイル機器をホルダーに設置します。クランプを下げて調整し、そのモバイル機器を 
固定します。次に USB ケーブルを使ってモバイル機器を送信機に接続し、ケーブルの片方をモバイル機器に接続し
て、もう片方を送信機の背面にある USB ポートに接続します。

最適な伝送域
機体と送信機間の信号伝送は、下の図に示す領域内にあるときが最も信頼できます。

最適な伝送域

機体が最適な伝送区域を飛行するようにしてください。伝送能力を最大限引き出すには、操縦者と機体の接続状
況を適切な状態に維持します。

送信機のステータス LED
ステータス LED は送信機と機体間の接続の強度を示します。RTH LED は、機体のリターントゥホームのステータ
スを示します。次の表は、各インジケータの詳細です。

RTH LED

ステータス LED

強い 弱い



リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

© 2016 DJI.All Rights Reserved.   35

Phantom 4 ユーザーマニュアル 

ステータス LED アラーム 送信機のステータス 

 —赤色点灯  チャイム 送信機は機体との接続を切ります。 

 —緑色点灯  チャイム 送信機は機体と接続されます。 

  ゆっくり赤色点滅 ジージージー...... 送信機のエラー。 

/   
赤と緑/赤と黄色が交互に 
点滅 

なし HD ダウンリンクの中断。 

RTH LED 音 送信機のステータス

 —白色点灯  チャイム 機体がホームに帰還します。

 白色点滅 ジ... 機体にリターントゥホームコマンドを送信。

 白色点滅 ジジ...... リターントゥホーム進行中。

バッテリーレベルが極度に低い場合は、リモートステータスインジケータが赤色に点滅して警告音を鳴ら
します。 

送信機のリンク
送信機は出荷前に機体にリンクされています。リンクは、新しい送信機を初めて使用する場合にのみ必要です。新し
い送信機をリンクするには以下の手順に従ってください。

1.	 送信機の電源を入れてモバイル機器に接続します。DJI GO アプリを起動します。
2.	 インテリジェントフライトバッテリーの電源をオンにします。
3.	 ［Camera］に進み、   をタップし、以下のように［Linking RC］ボタンをタップします。  

RC Control Setting

RC Calibration

Stick Mode

Button Customization

Not DefinedC1

C2 Not Defined

Default stick mode is Mode 2, changing stick modes alters the way the aircraft is controlled. 
Do not change unless familiar with your new mode.

You can customize the C1 and C2 buttons on the back of the RC.

Linking RC
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	新しい送信機を同じ機体にリンクさせると、すでにリンクされていた送信機は機体から自動でリンク解
除されます。

リンクボタン

RC Calibration

Stick Mode

Button Customization

Not DefinedC1

C2 Not Defined

Default stick mode is Mode 2, changing stick modes alters the way the aircraft is controlled. 
Do not change unless familiar with your new mode.

You can customize the C1 and C2 buttons on the back of the RC.

RC Control Setting

Linking RC

Searching for aircraft frequency, 
timeout in 54 seconds

Cancel

Press the linking button on the aircraft 
to link this remote controller

5.	 機体脇にあるリンクボタン（下図参照）を探します。リンクボタンを押してリンクを開始します。送信機が機体に
正常にリンクされると、送信機のステータスインジケータ LED が緑色に点灯します。

4.	 送信機がリンクの準備が完了しました。送信機のステータスインジケータが青色に点滅してビープ音を発しま
す。
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カメラとジンバル 
本セクションでは、カメラの技術仕様に
ついて説明します。また、ジンバルの操作
モードについても説明します。
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カメラとジンバル 
カメラの特徴

機体に搭載されているカメラは、動画の撮影に 1/2.3 インチ CMOS センサーを使用します（Phantom 4 では、
最大 4096×2160p（24 fps）の 4K 動画と 12 メガピクセルの画像を撮影可能）。動画の撮影形式は MOV また
は MP4 形式のいずれかで選ぶことができます。利用可能な画像の撮影モードには、バースト、継続、タイムラプス 
モードなどがあります。また、DJI GO アプリを使用することで、カメラがとらえている映像を接続されたモバ 
イル機器でライブプレビューとして見ることができます。 

カメラの Micro SD カードスロット
写真や動画を保存するには、Phantom 4 の電源を入れる前に Micro SD カードをスロット（下図参照）に挿
入します。Phantom 4 には 16 GB の Micro SD カードが付属していますが、最大 64 GB の Micro SD カードを 
使用できます。Micro SD カードは、読み書き速度が速く、高解像度ビデオファイルの保存が可能な UHS-1 タイプを 
お勧めします。

Micro SD カードは、ジンバルの電源がオンの状態ではジンバルから抜かないでください。

カメラシステムが安定して動作するように、1 回の動画撮影は 30 分までにしてください。

カメラデータポート
Phantom 4 の電源を入れ USB ケーブルをカメラデータポートに接続して、写真や動画をカメラから PC に 
ダウンロードします。

Micro SD カードのファイルにアクセスするときは、あらかじめ機体の電源をオフにしておく必要がありま
す。
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カメラの操作
DJI GO アプリから画像や動画を撮影するときは、送信機の［Shutter］と［Video Recording］ボタンを使用します。
これらのボタンの使用方法について詳しくは、「カメラの制御」（P31）を参照してください。 

カメラ LED インジケータ
カメラ LED インジケータは、フライトバッテリーの電源が入ると点灯します。カメラの動作ステータスに関する 
情報を示します。

カメラ LED インジケータ カメラのステータス

  緑が素早く点滅（0.2 秒オフ、0.1 秒オン） システムのウォーミングアップ中。 

  緑が 1 回点滅（0.5 秒オフ、0.4 秒オン） 画像を 1 枚撮影。

  緑が 3 回点滅（0.3 秒オフ、0.1 秒オン） 1 回の撮影で 3 または 5 枚の写真を撮
影。 

  赤色がゆっくり点滅（1.6 秒オフ、0.8 秒オン） 録画中。

  赤色が素早く点滅（0.5 秒オフ、0.2 秒オン） SD カード エラー。

  赤色が 2 回点滅（0.1 秒 オン、0.1 秒オフ、0.1 秒オン、0.1 秒オ
フ） カメラの過熱。

  赤色点灯  システムエラー。 

   緑と赤色が点滅（緑が 0.8 秒オン、赤色が 0.8 秒オン） ファームウェアのアップグレード中。

ジンバル
ジンバルの特徴
3 軸ジンバルは搭載カメラ用の安定したプラットフォームであり、鮮明でブレのない画像や動画を撮影できます。
ジンバルにより、カメラを 120˚ の範囲で傾けることができます。

送信機のジンバルダイヤルを使用してカメラのティルト操作を制御します。 

-90°

0°

30°
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ジンバル操作モード
ジンバルの操作モードは 2 種類あります。操作モードの切り替えは、DJI GO アプリのカメラ設定で行います。変更を
有効にするには、モバイル機器を送信機に接続する必要があります。詳細は下記表を参照してください。

フォローモード ジンバルの向きと機体のノーズの角度は常に一定の角度を保ちます。

FPV モード ジンバルは機体の動きとシンクロして、一人称視点の飛行体験を実現します。 

	 次のような場合、ジンバルモーターエラーが発生することがあります。 
（1）	機体が平らでない地面に置かれているか、ジンバルの動きが妨害されている時。 
（2）	�ジンバルが、衝突など不可抗力の影 響を受けた。平らで見 通しのよい場所から離陸して、 

常にジンバルを保護するようにしてください。 
	� 濃霧や雲の中を飛行すると、ジンバルが湿気を帯び一時的に不具合が生じることがありますが、 

ジンバルが乾けば機能は正常に戻ります。
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DJI GO アプリ 
本セクションでは、DJI GO アプリの 4 つの主
要機能について説明します。
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DJI GO アプリ
DJI GO アプリは、DJI 機器専用に設計されたモバイルアプリケーションです。このアプリを使用して、ジンバルやカ
メラ、機体のその他の機能を制御します。アプリには、機体の構成、写真や動画の編集、他ユーザーとの共有に使用
する［Equipment］、［Library］、［Discovery］、［Me］というセクションがあります。快適にお使いいただくにはタブ
レットの使用をお勧めします。

Camera
［C a m e r a］ページには 、P h a n t o m  4  カメラからの  H D  ビデオ 配 信がリアルタイムで 表 示されます。 
また、［Camera］ページからは、カメラの各種パラメータを設定できます。 

Connect your Aircraft, Take to the Skies

iPad

Equipment Library Discorvery Me

Learn More>

Use AEB shoot to get more dynanic image

Enter Camera View

80%

PHANTOM 4

Safe to Fly (GPS)

1/320 4821 JPEGISO  100 EV  0

OPTI

H: D:

V.S
M/S M/S

H.S
4.22.3

39M 210M

232M

MENU

[14]

[15]

[13]

[10]

[9]

[8][7][6][5][4][3][2][1]

[18]

[17]

[16]

[11][12]
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［1］フライトモード
 ：このアイコン横のテキストは現在のフライトモードを示します。 

タップして MC（メインコントローラー）の設定を行います。この場所からは、飛行限界を変更しゲイン値を設定
できます。 

機体はデフォルトでは「初心者モード」に設定されています。ビギナーモードでは、高度 30 メートル（98 
フィート）と記録されたホームポイントを超えて飛行することができません。このモードは MODE 設定ペー
ジで無効にします。 

［2］GPS 信号の強さ
 ：このアイコンは GPS 信号の現在の強さを示します。緑色のバーが適切な GPS の強さを示します。 

［3］障害物検知ステータス
：障害物検知システムの機能を有効または無効にするにはこのボタンをタップします。

 

［4］システムのステータス 
 ：このアイコンは機体の現在のシステムステータスと GPS 信号の強さを示します。

［5］バッテリーレベルインジケータ 
 ：バッテリーレベルインジケータはバッテリーレベルをリアルタイムに表示します。バッテリーレベル

インジケータのカラーゾーンは、他の機能の実行に必要な電力レベルを表します。

［6］送信機信号 
 ：このアイコンは送信機の信号の強さを示します。

［7］HD ビデオリンクの信号の強さ 
 ：このアイコンは機体と送信機間の HD ビデオのダウンリンクの信号の強さを示します。

［8］バッテリーレベル
 :このアイコンは現在のバッテリーレベルを示します。

タップしてバッテリー情報メニューの表示、各種バッテリー警告のしきい値の設定、バッテリー警告の履歴の参
照を行います。

［9］一般設定
：［General Settings］ページを表示するにはこのアイコンをタップします。このページからは、フライト

パラメータの設定、カメラのリセット、クイックビュー機能の有効化、ジンバルロール値の設定、フライト 
ルート表示のオン/オフができます。

［10］カメラ操作バー
シャッターと録画設定
MENU：タップして、録画時の色空間、動画の解像度、画像サイズなどカメラの各種値の設定を入力します。 
シャッター

：このボタンをタップすると写真を 1 枚撮ります。このボタンの長押しによって、シングルショット、 
トリプルショット、タイムラプス撮影モードを選択できます。
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録画
 ：1 回押すとビデオ録画を開始し、もう一度押すと録画を停止します。同じ機能の送信機のビデオ録画ボ

タンを押すこともできます。

再生
 ：タップして再生ページを表示します。撮影した写真や動画は、すぐにプレビューできます。

カメラの設定
  ：タップして、カメラの ISO、シャッター、オート露出の値を設定します。

［11］マップ
現在のフライトの飛行経路を表示します。タップして、カメラ GUI からマップ GUI に切り替えます。

［12］ビジョンポジショニング

：機 体 のホームポイントからの 距 離 です。機 体 が 地 面 に近 づくと、アイコン が   に 変 化し 、 
ビジョンポジショニングシステムが感知した地面からの高さを表示します。

［13］フライトテレメトリ

ビジョンポジショニングの作動中、ステータスアイコンが強調表示になります。

飛行姿勢アイコンによって飛行姿勢が示されます。 
（1）	赤い矢印が機体の進行方向を示します。
（2）	水色と青い領域がピッチを示します。
（3）	水色と青い領域の境界の角度はロール角を示します。

［14］障害物検知ステータス 
  ：TapFly、ActiveTrack、通常、インテリジェントフライトモードの切り替えにはこのボタンをタップします。 

［15］リターントゥホーム（RTH）
 ：RTH 手順を開始します。タップして、機体を最後に記録したホームポイントに帰還させます。

［16］自動離陸/着陸 
 /  ：タップして自動離陸/着陸を起動します。

H: D:

V.S
M/S M/S

H.S
4.22.3

39M 210M
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［17］ライブストリーム 
 ：ライブストリームアイコンは、現在のビデオ画像が YouTube で配信中であることを示します。 

モバイル機器のモバイルデータサービスが有効になっていることを確認してください。 

［18］戻る
 ：タップして GUI に戻ります。

Library 
［Library］をタップすると、DJI GO アプリに組み込まれているオートマティックビデオエディタを使用できます。エ
ディタで、テンプレートと指定の数のクリップを選択すると、自動で合成されショートフィルムが作成されます。作成
されたショートフィルムは、その場でオンラインビデオホストに投稿して共有できます。

Discovery
［Discover y］では、画像や動画のモバイル機器との同期や、飛行記録の参照、DJI アカウントステータスの 
確認を行います。［Discovery］のログインには登録済みの DJI アカウントを使用してください。

Me
飛行記録の参照、DJI ストアの利用、本セクションの各種チュートリアルを参照します。 
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飛行
本セクションでは、安全な飛行慣習と飛行に
関する制限事項について説明します。
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飛行
飛 行前の準 備 が 完了したら、DJ I  G O アプリのフライトシミュレータを使 用して飛 行スキルを向上させ、 
安全な飛行を実践してください。GPSが無い場所での飛行は、細心の注意を払ってください。

飛行環境の必須条件
1.	 悪天候時に機体を使用しないでください。悪天候とは、風速 10 m/s 超、雪、雨、霧などです。
2.	 高い建造物や巨大な金属製の建造物は、機体に搭載のコンパスや GPS の 精度に影響を及ぼすことがあります。
3.	 障害物、人混み、高電圧線、木、水辺の近くでの飛行は避けてください。
4.	 基地局や電波塔など高レベルの電磁波域はさけ、電波干渉を最小限に抑えてください。 
5.	 機体やバッテリーの性能は、空気密度や気温などの環境要因に左右されます。海抜 6,000 メートル（19, 685 

フィート）を超えて飛行させる場合は、バッテリーと機体の性能が落ちる可能性があるため細心の注意を払ってく
ださい。

6.	 Phantom 4 は、南極、北極圏では操作できません。

飛行制限と飛行禁止ゾーン
無人飛行体（UAV）の操縦者は、ICAO や FAA などの政府機関や監督官庁の定めるすべての規制に従わなけれ
ばなりません。安全上の理由から、飛行制限がデフォルトで有効化されており、ユーザーが本製品を安全かつ 
合法的に使用できるようになっています。飛行制限には、高さ制限、距離制限、飛行禁止ゾーンなどがあります。
P モードでの操 作時は、高度 制限、距 離 制限、飛行不可ゾーンが同時に働き、飛行の安 全を管 理します。 
A モードでは、高度 500 メートル（1,640 フィート）を超える飛行をデフォルトで禁止する高度制限のみが有効に
なっています。

最大飛行高度と半径制限
最大飛行高度と半径制限は、DJI アプリで変更できます。ただし、最大飛行高度は 500 メートル（1,640 フィート）を超え
ることができません。これらの設定に従って、Phantom 4 は下図のような制限円筒内で飛行します。 

最大飛行高度 最大半径

ホームポイント
電源をオンにしたと
きの機体高度
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GPS 信号が弱い   黄色に点滅

飛行制限 DJI GO アプリ 機体ステータスインジ
ケータ 

最大飛行高度 高さは 120 メートル 
（400 フィート）以下に制限。

警告：高度制限に 
到達。 なし。

最大半径 制限なし

 制限区域を超えた場合でも、機体の制御はできますが、それ以上遠くに飛ばすことはできません。
Ready to Fly（GPS 非対応）のときに最大半径区域を越えた場合、機体は自動で範囲内に戻ります。

 Ready to Fly（GPS 非対応）のときに最大半径区域を越えた場合、機体は自動で範囲内に戻ります。

飛行禁止ゾーン 
飛行禁止ゾーンはすべて、DJI 公式ウェブサイト http://www.dji.com/flysafe/no-fly に一覧表示されています。
飛行禁止ゾーンは空港と制限区域に分けられています。空港には主要空港および有人飛行機が低空飛行する 
飛行場が含まれます。制限区域には、国境や機密機関が含まれます。飛行禁止ゾーンの詳細は下記のとおりです。な
お、『飛行許可が必要なエリア』については、一部の地域が掲載されていない場合があります。詳細は 国土交通省
無人航空機の飛行ルールのページ をご参照ください。

空港
(1)	� 空港の飛行禁止ゾーンは、離陸制限ゾーンと飛行高度制限ゾーンで構成されます。各ゾーンは、さまざまな大き

さの円で示されます。 
(2)	� 空港周辺の R1 マイル（R1 の値は空港の規模と形状によって異なる）は、ゾーン内での離陸禁止の離陸制限

ゾーンです。 
(3)	� 空港周辺の R1～R1 + 1 マイルは、空港の縁から外側へ放射状に、20 メートル（66 フィート）から 15 度の傾きで

高度が制限されています。R1 + 1 マイル 地点での飛行高度は 500 メートル（1,640 フィート）に制限されます。
(4)	� 機体が飛行禁止ゾーンの 100 メートル（320 フィート）内に入ると、DJI GO アプリに警告メッセージが表示され

ます。 

GPS 信号が強い   緑色に点滅 

飛行制限 DJI GO アプリ 機体ステータス 
インジケータ 

最大飛行高度 機体の高度は指定の値を超えるこ
とができない。

警告：高度制限に 
到達。 なし。

最大半径 飛行距離は最大半径内でなけれ
ばならない。

警告：距離制限に 
到達。

最大半径制限に近 
づくと赤色で素早く 
点滅   。
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制限区域
(１) 	制限区域に飛行高度制限はありません。 
(2)	 指 定 の 制 限 区 域 周 辺 の  R  マイル は 離 陸 制 限 区 域 で す。機 体 はこのゾーン 内 で 離 陸 で きませ ん 。 

R の値は、制限区域の定義によって変わります。 
(3)	� 制限区域周辺には「警告ゾーン」が設けられています。機体がこのゾーンの 100 メートル（0.062 マイル）内に入

ると、DJI GO アプリに警告メッセージが表示されます。 

R1

66 フィート

1 マイル
320 

フィート R2

1640 
フィート

飛行禁止
ゾーン

飛行高度制限
ゾーン

警告
ゾーン

空港

制限区域

100 
メートル

R

飛行禁止
ゾーン

規制フリ
ーゾーン

警告
ゾーン

R1

66 フィート

1 マイル
320 

フィート R2

1640 
フィート

飛行禁止
ゾーン

飛行高度制限
ゾーン

警告
ゾーン

空港

制限区域

100 
メートル

R

飛行禁止
ゾーン

規制フリ
ーゾーン

警告
ゾーン
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GPS 信号が強い     緑色に点滅 

ゾーン 制限 DJI GO アプリの警告 機体ステータス
インジケータ

 飛行禁止ゾーン

モーターは始動しない。 警告：飛行禁止ゾーン内にいます。
離陸禁止です。

  
赤色が点滅

機体が A モードで制限区域に 
侵入したものの、P モードに 
切り替わった場合、機体は自動で 
下降態勢に入り、着陸のうえ 
モーターを停止します。 

警告：飛行禁止ゾーン内にいます。
自動着陸開始。 

飛行高度制限
ゾーン

機体が A モードで制限区域に 
侵入したものの、P モードに 
切り替わった場合、機体は適切な 
高度まで下降し、高度制限から  
15 フィート下がった地点で 
ホバリングします。

R1：警告：制限区域内にいます。安
全高度まで降下。 
R2：警告：制限区域内にいます。
最大飛行高度は、20 メートルから 
500 メートル内に制限されます。注
意して飛行のこと。

警告ゾーン 飛行制限は適用されないものの、
警告が発せられる。

警告：制限区域に近づいています。
注意して飛行のこと。

規制フリー
ゾーン 制限なし。 なし。 なし。

飛行前チェックリスト
1. 	 送信機、インテリジェントフライトバッテリー、およびモバイル機器の充電が完了している。
2. 	 プロペラは正しくしっかり取り付けられている。
3. 	 Micro SD カードが挿入されている（必要時）。
4. 	 ジンバルが正常に機能している。
5. 	 モーターが正しく起動でき、正常に機能している。
6. 	 DJI GO アプリが機体に正しく接続されている。
7. 	 障害物検知システムのセンサーに汚れがないことを確認します。

半自動下降：下降、着陸進行中、スロットルスティックコマンド以外の全スティックコマンドは使用できま
す。着陸後モーターは自動的に停止します。 

	飛 行 禁 止ゾーンに侵 入すると、機 体ステータスインジケータは  3  秒 間 赤 色で 素 早く点 滅し 、 
その後 5 秒間現在の飛行ステータスを表示してから、赤色で素早く点滅します。

	安全上の理由から、空港、高速道路、鉄道の駅、鉄道の線路、市街地、機密エリアなどの近くに飛行しな
いでください。機体は常に視野に入れて飛行させてください。 
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コンパスのキャリブレーション
コンパスのキャリブレーションは、DJI GO アプリまたはステータスインジケータから促された場合にのみ行ってくだ
さい。 
コンパスのキャリブレーションを実施するときは次のルールを順守してください。

	磁鉄鉱、立体駐車場、地下の鋼鉄補強材など強い磁性干渉を受ける可能性のある場所では、コンパスを 
キャリブレーションしないでください。

	キャリブレーション中は、携帯電話のような強磁性素材を携帯しないでください。 
	キャリブレーション完了後にコンパスが強力な干渉の影響を受けた場合、DJI GO アプリはコンパスの問
題を解決するよう促します。出された指示に従ってコンパスの問題を解決してください。

キャリブレーション手順
見通しのよい場所を選んで以下の手順を実行してください。 
1.	� コンパスがキャリブレーション済みであることを確認します。飛行前準備の一環としてコンパスのキャリブレー

ションを実施していない場合、あるいは最終キャリブレーション後に新しい場所へ移動した場合は、アプリの
［System Status］バーをタップして［Calibrate］を選択し、画面に表示される指示に従います。

2.	 機体を水平に保ち、360 度回転させます。機体ステータスインジケータが緑色に点灯します。

3.	 機体のノーズを下に向け機体を垂直に保ち、中心軸に沿って 360 度回転させます。機体ステータスインジケータが赤
色に点灯した場合はコンパスを再キャリブレーションします。
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	 キャリブレーション手順の実行後に機体ステータスインジケータが赤色と黄色に点滅した場合は、機
体を別の場所に移動して再度キャリブレーションしてください。

	 キャリブレーションは各フライト前に実施してください。DJI GO アプリを起動し、画面上の指示に従って
コンパスをキャリブレーションします。コンパスは金属製の橋や車両、足場など金属製の物体の近くで
キャリブレーションしないでください。

	 機体を地面に設置後、機体ステータスインジケータが赤と黄色の交互に点滅した場合、コンパスは 
磁気干渉を受けています。場所を変えてください。 

再キャリブレーションが必要な場合
1.	 コンパスデータが異常で、機体ステータスインジケータが緑と黄色に点滅する場合。
2.	 新しい場所、あるいは先回フライトとは別の場所で飛行する場合。
3.	 Phantom 4 の機械的または物理的構造に変化があった場合。
4.	 Phantom 4 がまっすぐに飛行できないなど、フライト中に激しいドリフトが発生した場合。

自動離陸と自動着陸
自動離陸
機体ステータスインジケータが緑色に点滅した場合のみ自動離陸を使用します。自動離陸機能を使用するには次の
手順に従ってください。
1. 	 DJI GO アプリを起動し［Camera］ページに進みます。 
2. 	 機体が P モードであることを確認します。
3. 	 フライト前チェックリストの手順をすべて実施します。
4. 	� ［ ］をタップして、条件がフライトにとって安全であることを確認します。アイコンをスライドして確定し、離

陸します。
5.	 機体が離陸し、地面から離れた地点（1.2 メートル）でホバリングします。 

安定化のためにビジョンポジショニングシステムを使用していると、機体ステータスインジケータが 
緑色で素早く点滅します。機体は 3 メートル未満の地点で自動的にホバリングします。自動離陸機能を使
用するときは、あらかじめ GPS ロックが十分になるまで待つことをお勧めします。 

4. 機体ステータスインジケータが赤色に点滅した場合はコンパスを再キャリブレーションします。 

自動着陸 
機体ステータスインジケータが緑色に点滅した場合のみ自動着陸を使用します。自動着陸機能を使用するには次の
手順に従ってください。
1. 機体が P モードであることを確認します。
2.［ ］をタップして着陸を開始する前に、着陸エリアの状況を確認します。次に、画面上の指示に従います。 
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モーターの停止
モーターを停止させるには 2 通りの方法があります。
方法 1：Phantom 4 が着陸したら、スロットルを押し下げ 、そのうえでモーターの始動に使った CSC（上記の ）を
実行します。モーターがただちに停止します。モーターが停止したら両方のスティックを離します。
方法 2：機体が着陸したら、スロットルを押し下げ、そのままの状態を維持します。モーターは 3 秒後に停止します。

モーターの始動と停止
モーターの始動
モーターの始動/停止には、コンビネーションスティックコマンド（CSC）を使用します。両方のスティックを内側下ま
たは外側角に向けて倒してモーターを始動します。モーターの回転が始まったら、スティックを同時に離します。

または

方法 1： 方法 2：

飛行中にモーターを停止する
左側のスティックを内角下方向に倒し、同時に RTH ボタンを押します。飛行中にモーターを停止するのは、モー
ターを停止することで損傷や負傷のリスク軽減が期待できる緊急の場合のみにしてください。詳細については、
ユーザーマニュアルを参照してください。 

または
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	飛行中、機体ステータスインジケータが黄色で素早く点滅するときは、機体がフェールセーフモードに
入っています。

	飛行中、機体ステータスインジケータが赤色にゆっくりまたは素早く点滅するときは、低バッテリー 
レベル警告です。

	飛行に関する情報は当社のチュートリアルビデオを視聴してください。

動画に関する提案とヒント
1.	 各フライト前にフライト前チェックリストをすべて実施する。
2.	 DJI GO アプリで目的のジンバル操作モードを選択する。
3.	 動画撮影は P モードで飛行している場合にのみ行う。
4.	 常に好天時に飛行し、雨天や強風時の飛行は避ける。
5.	 自分のニーズに適したカメラ設定を選択する。設定には、写真の形式や露出補正などがあります。
6.	 飛行ルートを決定して現場の下見をするために飛行テストを実施する。
7.	 制御スティックをやさしく押して機体のスムーズで安定した動きを維持します。

飛行テスト 
離陸/着陸手順
1.	 バッテリーレベルインジケータを自分のほうに向けて、機体を見通しがよく平らな場所に置きます。
2.	 送信機とモバイル機器の電源を入れてから、インテリジェントフライトバッテリーの電源を入れます。
3.	 DJI GO アプリを起動して［Camera］ページに進みます。
4.	 機体ステータスインジケータが緑色に点滅するまで待ちます。緑色の点滅は、ホームポイントが記録され、 

安全に飛行できることを意味します。黄色に点滅する場合は、ホームポイントの記録が済んでいません。
5.	 スロットルをゆっくり押し上げて離陸するか、自動離陸を使用します。
6.	 DJI GO アプリを使用して写真または動画を撮影します。
7.	 着陸させるために、平らな地表面上でホバリングし、ゆっくりスロットルを引き下げて下降させます。
8.	 着陸後、CSC コマンドを実行するか、モーターが停止するまでスロットルを一番下の位置で維持します。
9.	 まずインテリジェントフライトバッテリーの電源を切り、続いて送信機の電源を切ります。 
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ActiveTrack とはどのようなものですか。
ActiveTrack（アクティブトラック）を使用すると、機体は別の GPS 追跡装置を使わずに動く被写体を追跡する
ことができます。DJI GO アプリ内でモバイル機器画面をタップして、追跡対象の被写体を選択してください。 
機体は被写体をロックオンし、安全な距離をおいて自動追跡を開始します。

TapFly とはどのようなものですか。
TapFly とは、送信機を使わずに、指でタップして任意の方向に飛行できる機能です。障害物回避機能がオンになっ
ていると、その場所が十分に明るい（300 ルクス超）または明るすぎない（10,000 ルクス未満）場合、必要に応じて
機体は自動的に障害物を回避、減速またはホバリングします。

Phantom 4 の障害物検知システムとはどのようなものですか。
Phantom 4 には、前方に障害物がないかどうかを絶えず走査し、迂回や上空飛行、ホバリングにより衝突の 
回避を可能にする障害物検知システムが搭載されています。

Phantom 4 が複合材コアを備えているのはなぜですか。
機体に一体化された先進複合材コアの採用で、剛性が大幅に向上し不要な振動は最小限に抑えられています。 
これにより慣性測定装置（IMU）の精度と性能が確保されています。この複合材の使用により機体も軽量になってい
ます。

Phantom 4 の送信機の変更点は何ですか。
Phantom 4 では、新しい 3 つの P モード、S モード、A モードからアクセスできるスポーツモードを導入しました。
P（ポジショニング）モードは標準モードで、ノーマルフライトモードおよびインテリジェントフライトモード、
ActiveTrack（アクティブトラック）モード、TapFly（タップフライ）モードにアクセスできます。
S（スポーツ）モードでは、機体の最大飛行速度を時速 72 km（44 マイル）まで上げることができます。
A（姿勢）モードはそのままですが、GPS による飛行の安定化機能は削除されています。このモードを使用すると 
Phantom は、よりスムーズで自然な動きが可能になります。
送信機の右上の［再生（Playback）］ボタンは［一時停止(Pause)］ボタンに変更され、インテリジェントフライトモー
ド、ActiveTrack モードまたは TapFly モード時のホバリングが可能になりました。

Phantom 4 のビジョンポジショニングシステムの改善点は何ですか。
ビジョンポジショニングシステムは、4 つのセンサーを使用してホバリング精度と信頼性を高めています。そのため、
飛行のコントロール精度が向上しています。また、ソナーシステムも改善され、地上 10 メートル以内で機能します。
最適な状況では、これらの組合せにより Phantom 4 のビジョンポジショニングシステムは、垂直ホバリング精度 +/- 
0.1 m、水平ホバリング精度 +/- 0.3 m を実現します。

Phantom 4 の障害物検知システムの有効範囲はどれくらいですか。
障害物検知システムの有効範囲は 0.7 ～ 15 メートルです。障害物が存在すると、DJI GO アプリに表示され 
ますが、飛行中、操縦者は常に機体に注意を払うようにしてください。

障害物検知システムはすべてのモードで機能しますか。
障害物検知システムは、ActiveTrack、TapFly、ノーマルモードおよびすべてのインテリジェントナビゲーション機能で有効
にできます。

Phantom 4 の推進システムの主要改善点は何ですか。
Phantom 4 のモーターは、最新の付け外し可能なプロペラ（プッシュアンドリリースプロペラ）を使用できるように
設計されています。このロック機構により、プロペラはモーター速度の大幅な変化にも耐えることができ、機体は操
縦者の指示に機敏かつ迅速に反応できます。
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新しいインテリジェントフライトバッテリーを使用した場合、Phantom 4 はどれくらいの時間飛行できますか。
ATTI モードの場合、海水位、平穏な条件で Phantom 4 は 28 分間飛行を維持できます。この飛行時間は、飛行パ
ターンや気象条件、高度によって異なります。

Phantom 4 と Phantom 3 のプロペラの主な違いは何ですか。
従来のセルフタイトニングプロペラと比較して、新しい付け外し可能なプロペラ（プッシュアンドリリースプロペラ）は
素早く確実に取り付け可能です。この安全構造により、プロペラは高速加速や急ブレーキにも対応できます。

Phantom 4 のジンバルの改善点は何ですか。
ジンバルカメラシステムが機体内部に組み込まれることで、重心が機体の中心部まで引き上げられました。 
また、システムは高い剛性と強度をもつ複合材でできています。

Phantom 4 のカメラの改善点は何ですか。
Phantom 4 のカメラは、映像品質が改善されています。Phantom 3 Professional と比較して、色収差は 56%、魚眼
の歪みは 36% 低減されています。レンズの改良に加え、カメラのファームウェアにも改良が行われており、カメラは
フル HD で 1080P の FHD を 120 フレーム/秒で撮影可能で滑らかなスローモーションの映像が得られます（この
モードで録画する場合は、カメラの視野は 47° に再設定されます）。

冗長構成の IMU とコンパスを Phantom 4 に追加しているのはなぜですか。
冗長構成の IMU とコンパスによりシステムの信頼性が向上しています。Phantom 4 は両 IMU から受信した
データを常に比較し、最も正確なデータを使用して移動することができます。冗長構成のコンパスについても 
同様です。

Phantom 4 のリモート制御とライブ映像の注目すべき点は何ですか。
Phantom 4 のリモート制御とライブ映像は、DJI Lightbridge 技術を使用しているため、干渉がなく遮るもの
がない場所では有効範囲最大 3.5km まで制御が可能です。この HD ライブ映像を使えば、飛行状況を正確に 
確認することができるので撮影には最適です。

Phantom 4 にもリターントゥホーム機能はありますか。
はい、あります。Phantom 4 には、帰還飛行している間、障害物検知システムが連動する「スマートリターンホー
ム」機能もあります。機体が帰還途中で障害物を感知した場合、自動制御で障害物を回避してホームに帰還しま
す。

スポーツモードの目的は何ですか。
最 高 時 速  7 2  キ ロ を 実 現 す る ス ポ ー ツ モ ード で は 、レ ジャ ー 目 的 や 高 速 飛 行 だ け で なく、周 囲 が 
明るいうちに撮影場所に到達するなどの目的にも使用できます。

ATTI モードでの Phantom 4 の水平速度はどのくらいですか。
ATTI モードでの Phantom 4 の水平速度は時速 57.6 キロメートルです。

スポーツモードと ATTI モードの違いは何ですか。
Phantom 4 は、スポーツモードと AT T I  モードのどちらのモードでも最高時 速 72 キロメートルの飛行
が可能ですが、正確なホバリングを実現するために GPS と Glonass だけでなくビジョンポジショニング 
システムも使用します。ATTI モードでは、機体のホバリングとナビゲーションをアシストするため、GPS とビジョンポ
ジショニングシステムは作動しません。

ActiveTrack では、どうやって被写体の追跡を解除しますか。追跡を解除した後、機体はどうなりますか。
画面左側の［Stop］ボタンをタップするかピッチスティックを 3 秒間手前に倒して ActiveTrack を終了します。
ActiveTrack を終了すると、機体はその場でホバリングします。このタイミングで、新しい目標を開始するか、 
機体をホームポイントに帰還させるかを選択できます。
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障害物検知システムはどのくらい小さな物体を感知できますか。
障害物検知システムが感知できる最小ピクセルサイズは 500 ピクセルです。

ActiveTrack が機能する最低高度はどのくらいですか。
ActiveTrack は、最低地上 3 メートルまで機能します。
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仕様

機体
重量（バッテリーとプロペラを含む） 1380 g
最大上昇速度 6 m/s（スポーツモード）
最大下降速度 4 m/s（スポーツモード）
最大速度 20 m/s（スポーツモード）

航行可能限界高度 6000 m（19685 フィート） 
（ソフトウェアの高度上限：離陸点から 400 フィート上空） 

最大フライト時間 約 28 分
動作環境温度 0°～ 40°C（32°～ 104°F）
GPS GPS/GLONASS
ジンバル 
制御可能範囲 ピッチ：- 90°～ + 30°
障害物検知システム
障害物検知範囲 0.7 ～ 15 m	
動作環境 地表の模様が明瞭で適切な明るさのある状態（15 ルクス以上）
ビジョンポジショニングシステム
速度範囲 10 m/s 以下（地上 2 m を超えるとき）
高度範囲 0 ～ 10 m
作業範囲 0 ～ 10 m
動作環境 地表の模様が明瞭で適切な明るさのある状態（15 ルクス以上）
カメラ 
センサー 1/2.3"...有効画素数：1,200 万
レンズ FOV（視界領域）94° 20 mm（35 mm 換算）f/2.8（∞ 時）
ISO 範囲 100-3200（ビデオ）：100-1600（写真）
電子シャッター速度： 8 ～ 1/8000 秒
最大画像サイズ 4,000 × 3,000

静止画撮影モード

単写
連続撮影：3/5/7 フレーム
オート露出ブラケット（AEB）： 
3/5 ブラケットフレーム（0.7EV バイアス時）
タイムラプス
HDR

ビデオ録画モード

UHD：   4096 × 2160（4K）      24/25p
              3840 × 2160（4K）      24/25/30p
              2704 × 1520（2.7K）   24/25/30p
FHD：   1920 × 1080	                 24/25/30/48/50/60/120p
HD：     1280 × 720                   24/25/30/48/50/60p

ビデオストレージの最大ビットレート 60 Mbps
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送信機 
作動周波数 2.400 GHz ～ 2.483 GHz

最大伝送距離 CE 準拠：3.5 km（2.2 mi） 
（障害物や干渉がない場合）

作動温度 0°～ 40°C（32°～ 104°F）
バッテリー 6000 mAh LiPo 2S
モバイル機器ホルダー タブレットおよびスマートフォン 
送信機出力（EIRP）     CE：17 dBm
作業電圧 7.4V @ 1.2A
充電器
電圧 17.4 V
定格出力 100 W 
インテリジェントフライトバッテリー（PH4 - 5350 mAh -15.2 V）
容量 5350 mAh
電圧 15.2 V
バッテリータイプ LiPo 4S
電力量 81.3 Wh
正味重量 462 g
作動温度 -10°～ 40°C（14°～ 104°F）
最大充電電力 100 W

機体ステータスインジケータの解説

通常

 赤/緑/黄色が交互に点滅 電源オンおよび自動診断テストの実行

 緑と黄色が交互に点滅 機体の暖機

  緑がゆっくり点滅 Safe to Fly（GPS、ビジョンポジショニングが有効な P モード）

 X2  緑が 2 回点滅 Safe to Fly（ビジョンポジショニングが有効で GPS なしの P モード）

  黄色がゆっくり点滅 Safe to Fly（GPS、ビジョンポジショニングなしの A モード）

対応ファイル形式 FAT32（32 GB 以下）; exFAT（32 GB 超）
写真 JPEG、DNG（RAW）
ビデオ MP4/MOV（MPEG4 AVC/H.264）
対応 SD カード Micro SD、最大容量：64GB。クラス 10 または UHS-1 規格が必要
作動温度 0° ～ 40° C（32° ～ 104° F）
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ファームウェアのアップデート
DJI Assistant 2 または DJI GO アプリを使用して機体および送信機のアップデートを行います。DJI Assistant 2 を使
用してファームウェアのアップデートを行うには次の手順に従ってください。
1.	 USB ケーブルを使って機体をコンピューターに接続します。
2.	 DJI Assistant 2 を起動し、ご登録の DJI アカウントでログインします。 
3.	［Phantom 4］を選択し、左側パネルの［Firmware Updates］でクリックします。 
4.	 アップデートしたいファームウェアバージョンを選択します。 
5.	 ファームウェアがダウンロードされるのを待ちます。ファームウェアアップデートが自動で始まります。 
6.	 ファームウェアアップデートが完了したら機体を再起動します。 

	� ファームウェアのアップデートには 15 分ほどかかります。ジンバルが軽く動作し、機体ステータスインジ
ケータが不規則に点滅して機体が再起動しますが、正常な動作ですので心配はいりません。アップデー
トが完了するまで待ってください。 

	 アップデート中、音による指示はありません。 
	 コンピューターがインターネットに接続されていることを確認してください。 
	 インテリジェントフライトバッテリーのバッテリーレベルが十分あることを確認します。
	 ファームウェアのアップデート中は、機体をコンピューターから取り外さないでください。

インテリジェントフライトモード  
インテリジェントフライトモードでは、コースロック、ホームロック、ポイントオブインタレスト（POI）、フォローミー、
ウェイポイント機能などを利用でき、飛行中、プロ仕様の撮影をアシストします。コースロックとホームポイントロッ
クでは、機体の向きを固定します。そのため、ユーザーはほかの操作に集中できます。ポイントオブインタレスト、
フォローミー、ウェイポイントモードでは、プリセットされた飛行操作に従って機体を自動で飛行させることができ
ます。

コースロック 現在のノーズ方向を機体の進行方向にロックします。機体はその方向（ヨー角）に関係なく
ロックした方向に移動します。 

ホームロック ピッチスティックを手前に倒すと、機体が記録されているホームポイントに向かって移動し
ます。 

ポイントオブインタ
レスト

機体が被写体の周りを自動で旋回します。操縦者は焦点を合わせた被写体の撮影の構図
撮りに集中できます。

警告

  黄色が素早く点滅 リモートコントローラー信号消失

  赤がゆっくり点滅 低バッテリー警告

  赤が素早く点滅 バッテリーの重大警告

  赤が交互に点滅 IMU エラー 

 — 赤色点灯 重大なエラー 

 赤と黄色が交互に点滅 コンパスのキャリブレーションが必要
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購入後のお問い合わせ
アフターサービスポリシーおよび保証については以下のサイトをご覧ください。
1.	 アフターサービスポリシー：http://www.dji.com/jp/service
2.	 返金ポリシー：http://www.dji.com/service/refund-return
3.	 有償修理サービス：http://www.dji.com/service/repair-service
4.	 保証サービス：http://www.dji.com/service/warranty-service

FCC Compliance
FCC Compliance
This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) This device must accept any interference received, including interference that may cause undesired 

operation.
Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for compliance could void the user's 
authority to operate the equipment.

Compliance Information

FCC Warning Message
Any changes or modifications not expressly approved by the party responsible for compliance could void the 
user’s authority to operate the equipment. 
This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions: (1) This 
device may not cause harmful interference, and (2) this device must accept any interference received, including 
interference that may cause undesired operation.
 
FCC Radiation Exposure Statement: 
This equipment complies with FCC radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment. This 
equipment should be installed and operated with minimum distance 20cm between the radiator& your body. 
This transmitter must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

Note: This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 

フォローミー 
機体とモバイル機器の間に仮想の接続線を作り出します。機体は操縦者の動きに合わせて
操縦者を追尾できます。ただし、フォローミーの性能はモバイル機器の GPS 精度に依存し
ます。 

ウェイポイント 飛行経路を登録した後、操縦者がカメラと向きを制御しながら、機体は登録した経路をた
どって飛行します。飛行経路は保存して、後で再利用することができます。

インテリジェントフライトモードを初めて使用するときは、DJI GO アプリを起動し、［Camera View］、［ ］、
［Advanced Settings］、［Mulitple Flight Mode］の順に選択してマルチフライトモードを有効にしてください。
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interference in a residential installation. This equipment generates uses and can radiate radio frequency energy 
and, if not installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular installation. If 
this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by 
turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of 
the following measures: 
—Reorient or relocate the receiving antenna. 
—Increase the separation between the equipment and receiver. 
—Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 
—Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
 
IC RSS warning
This device complies with Industry Canada licence-exempt RSS standard (s). Operation is subject to the 
following two conditions: (1) this device may not cause interference, and (2) this device must accept any 
interference, including interference that may cause undesired operation of the device.
Le présent areil est conforme aux CNR d'Industrie Canada licables aux areils radio exempts de licence.

L'exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes:
(1) l'areil ne doit pas produire de brouillage, et
(2) l'utilisateur de l'areil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage est susceptible 
d'en compromettre le fonctionnement.
 
IC Radiation Exposure Statement:
This equipment complies with IC RF radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment. This 
transmitter must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter.
This equipment should be installed and operated with minimum distance 20cm between the radiator& your 
body.
Any Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for compliance could void the 
user’s authority to operate the equipment.
 
KCC Warning Message
“해당무선설비는 운용 중 전파혼신 가능성이 있으므로 인명안전과 관련된 서비스는 할 수 없습니다 .” 
“해당 무선설비는 운용 중 전파혼신 가능성이 있음”

NCC Warning Message
低功率電波輻射性電機管理辦法
第十二條經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許可，公司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、
加大功率或變更原設計之特性及功能。
第十四條低功率射頻電機之使用不得影響飛航安全及干擾合法通信；經發現有干擾現象時，應改善至
無干擾時方得繼續使用。前項合法通信，指依電信法規定作業之無線電通信。低功率射頻電機須忍受
合法通信或工業、科學及醫療用電波輻射性電機設備之干擾。
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本内容は変更されることがあります。

最新版は下記よりダウンロードしてください。
http://www.dji.com/product/phantom-4

If you have any questions about this document, please contact DJI by sending 
a message to DocSupport@dji.com.

DJI サポート
http://www.dji.com/support


	本マニュアルの使用方法
	凡例
	初めてのフライト前にお読みいただくもの
	ビデオチュートリアル
	DJI GO アプリのダウンロード 

	製品の特徴
	はじめに
	主な機能
	機体の準備
	機体の各部名称
	送信機図解

	機体
	フライトコントローラー 
	フライトモード
	飛行ステータスインジケータ 
	リターントゥホーム（RTH）
	TapFly 
	ActiveTrack
	障害物検知およびビジョンポジショニングシステム
	検知範囲
	フロントセンサーのキャリブレーション 
	フライトレコーダー 
	プロペラの取り付けと取り外し 
	DJI インテリジェントフライトバッテリー

	送信機
	送信機の特徴
	送信機の使用
	送信機のステータス LED
	送信機のリンク

	カメラとジンバル 
	カメラの特徴
	ジンバル

	DJI GO アプリ
	Camera
	Library 
	Discovery
	Me

	飛行
	飛行環境の必須条件
	飛行制限と飛行禁止ゾーン
	飛行前チェックリスト
	コンパスのキャリブレーション
	自動離陸と自動着陸
	モーターの始動と停止
	飛行中にモーターを停止する
	飛行テスト 

	FAQ
	付録
	仕様
	機体ステータスインジケータの解説
	ファームウェアのアップデート
	インテリジェントフライトモード  
	購入後のお問い合わせ
	FCC Compliance


